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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

お
得
な
口
座
振
替
前
納
制
度
で

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
に

は
、
一
定
期
間
ま
と
め
て
納
め
る
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。
特
に
１
年
度
分
を

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
最
も
多
い

割
引
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
利
用
方
法

　

役
場
、
銀
行
、
年
金
事
務
所
に
あ
る

「
口
座
振
替
申
出
書
」で
、
金
融
機
関
ま

た
は
年
金
事
務
所
へ
２
月
末
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

・
初
め
て
口
座
振
替
で
１
年
度
分
の
前

納
を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
13
カ
月
分

（
３
月
＋
４
月
～
翌
年
３
月
）を
、
４
月

末
に
一
括
で
引
き
落
と
し
ま
す
。
残
高

不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
途
中
で
就
職
し
、
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
し
た
場
合
は
、
納
め
す
ぎ
の
保
険

料
を
お
返
し
し
ま
す
。

　
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
前
納
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
年
金
事
務
所
に
相
談
く

だ
さ
い
。

問
松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
７
５

　

町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

「
松
前
町
住
生
活
基
本
計
画（
案
）」へ
の
意
見
募
集

「
松
前
町
景
観
計
画（
案
）」へ
の
意
見
募
集

　

町
は
、
現
在「
松
前
町
景
観
計
画
」

策
定
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
策
定
し
て
き
た
案
に
つ
い

て
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
意

見
を
募
集
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
計
画

（
案
）は
、
昨
年
10
月
と
12
月
に
開
催
し

た「
松
前
町
景
観
計
画
検
討
委
員
会
」

で
審
議
、
検
討
を
重
ね
た
も
の
で
す
。

◦
景
観
計
画
と
は

　

平
成
17
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
景
観

法
に
基
づ
き
、
町
の
特
色
を
生
か
し
た

良
好
な
景
観
の
形
成
を
促
進
す
る
た

め
、
美
し
く
風
格
あ
る
都
市
の
形
成
、

潤
い
あ
る
豊
か
な
生
活
環
境
の
創
造
と

個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
も
の
で
す
。

▼
募
集
期
間　
　

　

２
月
１
日（
火
）
～
２
月
15
日（
火
）

▼
計
画（
案
）の
公
表
場
所

　

ま
ち
づ
く
り
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
の
提
出
方
法

　

意
見
募
集
期
間
中
、
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
様
式
は
自
由
で
す

が
、
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
結
果
の
公
表

　

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
、
そ
れ
に
対

す
る
町
の
考
え
を
後
日
公
表
す
る
予
定

で
す（
個
人
情
報
は
除
く
）。

▼
提
出
先　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２　

松
前
町
筒
井
６
３
１　

松
前
町
役
場　

ま
ち
づ
く
り
課
計
画
建
築
係

☎
９
８
５
―
４
１
２
４　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
８
５
―
４
１
４
７

電
子
メ
ー
ル　

233kenchiku@
tow

n.
m

asaki.ehim
e.jp

給
付
金
な
ど
を
除
い
た
金
額（
差
額
ベ

ッ
ド
代
な
ど
保
険
適
用
外
の
費
用
や
食

事
の
一
部
負
担
額
な
ど
は
対
象
外
）

※
重
度
心
身
障
害
者
医
療
や
母
子
家
庭

医
療
受
給
資
格
な
ど
の
あ
る
小
学
生
は

こ
れ
ら
の
資
格
が
優
先
で
す
。

※
乳
幼
児
医
療
の
よ
う
な「
受
給
資
格

証
」の
発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

手
続
き
に
つ
い
て
詳
し
く
は
広
報
ま

さ
き
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
福
祉
課
児
童
福
祉
係 

　

☎
９
８
５
―
４
１
１
４

　

平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
の
入
院
に

つ
い
て
、
支
払
っ
た
医
療
費
を
申
請
に

よ
り
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

松
前
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
小
学

１
年
生
か
ら
６
年
生（
６
歳
に
達
す
る

日
以
後
最
初
の
４
月
１
日
～
12
歳
に
達

す
る
日
以
後
最
初
の
３
月
末
）ま
で
の

児
童
を
監
護
し
て
い
る
保
護
者

▼
助
成
金
額

　

病
院
に
支
払
っ
た
保
険
診
療
の
自
己

負
担
額
の
う
ち
、
高
額
療
養
費
や
付
加

４
月
か
ら

小
学
生
の
入
院
医
療
費
を
助
成
し
ま
す

　

町
は
、
新
た
な
住
ま
い
づ
く
り
の
指

針
と
し
て「
松
前
町
住
生
活
基
本
計
画

（
案
）」を
ま
と
め
ま
し
た
。こ
れ
に
対
す

る
意
見
提
出
手
続
き（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
）を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
計

画（
案
）は
現
行
の「
松
前
町
営
住
宅
再

生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
見
直
し
、
昨
年

10
月
と
12
月
に
開
催
し
た「
松
前
町
住

生
活
基
本
計
画
策
定
委
員
会
」の
意
見

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

▼
募
集
期
間

　

２
月
１
日（
火
）
～
２
月
15
日（
火
）

▼
計
画（
案
）の
公
表
場
所

　

ま
ち
づ
く
り
課
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
意
見
の
提
出
方
法

　
「
意
見
書
」を
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
意
見
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
意
見
書
を
使

用
し
な
い
と
き
は
、
次
の
事
項
を
必
ず

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
、
氏
名（
法
人
そ
の
他
の
団
体

は
、
名
称
、
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
の

所
在
地
と
代
表
者
の
氏
名
）

②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
対
象
施
策

の
案
の
名
称

▼
結
果
の
公
表

　

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
と
、そ
れ
に
対
す

る
町
の
考
え
を
後
日
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す（
個
人
情
報
は
除
く
）。

▼
提
出
先
　

〒
７
９
１
―
３
１
９
２

松
前
町
筒
井
６
３
１　

松
前
町
役
場

ま
ち
づ
く
り
課
町
営
住
宅
係　

☎
９
８
５
―
４
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
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５
―
４
１
４
７

電
子
メ
ー
ル　

232jutaku@
tow

n.
m

asaki.ehim
e.jp

◆資格　23 年４月１日に松前町に住民
登録または外国人登録している人や加
入者の被扶養者で町外に居住する人
◆掛金　大人700円　中学生以下300円
◆申し込み方法　申込書に必要事項を
記入の上、掛金と併せて受付窓口まで
お持ちください。申込書は今月号の広
報と一緒に配布しているほか、受付窓
口にあります。
◆受付窓口　町民課コミュニティ係、
税金の出張申告に併せ、各地区の公民
館や集会所
◆共済期間　23 年４月１日（途中加入の

場合は加入日の翌日）～ 24 年３月31日
　詳しくは一緒に配布しているパンフレット
をご覧ください。

問町民課コミュニティ係  ☎ 985―4228

　現在入会中の人も引き続き入会を希望する場合は申し込み
が必要です。23 年度から次の 5 点を変更します。

１４月１日から実施　　 ２土曜日は終日実施
３繰替休日は終日実施　４小学６年生までの障がい児を受け入れ
５保護者負担額 3,000 円（2 年後に 4,000 円に引き上げる予定）

◦対象児童　町内の小学校に通う 1 ～ 3 年生で、保護者が
就労や療養などで、授業終了後 18 時ごろまで保育するこ
とのできない児童
◦期間   23 年 4 月 1 日㊎～ 24 年 3 月 31 日㊏  
◦時間　㊊～㊎…下校時 ~17 時（12~2 月は 16 時 30 分）
㊏、繰替休日、夏 · 冬 · 春休み…8 時 30 分 ~17 時（12~2 月
は 16 時 30 分）
※保護者のお迎えが可能な人は 18 時まで利用できます。
※㊐、㊗、お盆、年末年始、地方祭は休みです。

◦場所 ・ 定員数　 ▽ 松前小内なかよし学級 60 人 ▽ 北伊予小
内いきいき学級 60 人 ▽ 岡田小専用施設ふれあい学級  60 人
◦保護者負担額　児童１人当たり月額 3,000 円、傷害保険
料 年額 600 円 、夏休み期間中に 1 日利用する場合は、7 月 
1,000 円、8 月 3,000 円の追加料金がかかります。
◦指導内容　指導員が体育レクリエ－ション、学習活動、児
童の生活指導などを行います。
◦申し込み方法　入会申請書、勤務証明書もしくは診断書な
ど保育にあたれない証明書（保護者全員分）、同意書に傷害
保険料を添えて提出してください。
※申請書などは学校を通じて配布するほか、町ホームページからダウンロ
ードできます。     
※ 2 人以上入会の場合、勤務証明書や診断書、同意書の提出は 1 部で構
いません。

◦締め切り　2 月 28 日㊊

◦提出先　福祉課児童福祉係　☎ 985-4114

平成 23 年度

放課後児童クラブ
入会希望者募集

あと 2 カ月です

住基カードの
無料発行期間

　住民基本台帳カード（住基カード）
の発行を無料で行っています（平成 23
年３月31日まで）。顔写真付きの住基
カードは、公的な身分証明書として利
用できます。さらに電子申告などに必
要な公的個人認証サービスの機能を、
本人の申出により住基カードに追加で
きます（5００円の手数料が必要）。
申請に必要な物　
❶官公署発行の写真付き身分証明書

（運転免許証、パスポートなど）＋保険証など
❷印鑑
※官公署発行の写真付き身分証明書をお
持ちでない場合、その他不明な点がある
場合は、事前にお問い合わせください。

受付時間　平日9 時～ 16 時　　
問町民課住民係　☎ 985―4105

交 通 災 害 共 済

加入受け付け中

平成 23年度

なかよし学級（松前小） いきいき学級（北伊予小） ふれあい学級（岡田小）
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廃
家
電
製
品
の
無
許
可
収
集
に
注
意

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
ス
ピ
ー
カ
ー
放

送
を
し
な
が
ら
町
内
を
巡
回
し
、
廃
家

電
製
品
な
ど
の
処
理
を
請
け
負
う
業
者

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、「
廃
棄
物
の

処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
く
町
の「
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
」

の
許
可
を
取
得
せ
ず
に
、
有
料
で
廃
棄

物
の
収
集
や
処
分
を
行
う
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、悪
質
な
無
許
可
業
者
の
場
合
、

高
額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
や
、
回
収
し
た
廃
家
電

製
品
な
ど
が
不
法
投
棄
に
つ
な
が
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
廃
家
電
製
品
は
適
正

な
方
法
で
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
ご
み
対
策
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
７

●家電リサイクル法の対象機器
　エアコン、テレビ（ブラウン管・液晶・プラズマ）、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機・衣類乾燥機
1処理を依頼する場合（リサイクル料金＋収集運搬費などが必要）
買い替えの場合、買った販売店が近くにある
→買った店に依頼
買った店が近くにない、廃業している、買った店が分からない
→松前町一般廃棄物収集運搬業許可業者に依頼
　（許可業者は町民課にお問い合わせください）
2自分で処理する場合（リサイクル料金が必要）
①郵便局でリサイクル券に所定事項を記入し、リサイクル料金（メーカー、機種な
　どにより異なる）を振り込む。
②リサイクル券を廃家電製品の所定の場所に貼り付ける。
③次のどちらかの「指定引き取り場所」に廃家電製品を持ち込む。

▽四国西濃運輸㈱松山支店（東温市上村甲980 番地）　☎ 990―1313

▽金城産業㈱（松山市北吉田町 349 番地の1）　☎ 972―3303
　詳しくは、（財）家電製品協会家電リサイクル券センターのホームページ（http://
www.rkc.aeha.or.jp/ をご覧ください。　

●対象外の廃家電製品など
45リットルのごみ袋に入るもの　　　→埋立ごみに排出
45リットルのごみ袋に入らないもの　→粗大ごみに排出

▼ 廃家電製品の処理方法

▼結
婚
50
年
目
の
ご
夫
婦
を
表
彰
し
ま
す

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
へ

の
お
祝
い
を
、
毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る

各
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
に
併
せ
て

行
い
ま
す
。

　

町
内
在
住
で
、
結
婚
50
年
目
の
ご
夫

婦
（
昭
和
36
年
中
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫

婦
）
は
、
各
校
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

ま
た
は
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
松
前
校
区
会
長　

重
川　

源

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
４
―
２
２
０
８

　

北
伊
予
校
区
会
長　

浮
田　

幸
喜

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
４
―
６
３
３
２

　

岡
田
校
区
会
長　

山
口　

久
夫

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
４
―
３
４
５
１

　

健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　
　
　
　

☎
９
８
５
―
４
２
０
５

　

まさきの  ecology  生活

やってみよう！ うちエコ！ 

問町民課生活環境係　☎ 985‒4117

２
月
20
日
は
「
旅
券
の
日
」

ト
ラ
ベ
ル
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　

海
外
旅
行
中
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
ス

リ
、
盗
難
、
置
き
引
き
、
ひ
っ
た
く
り

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
、
し

ま
い
忘
れ
な
ど
不
注
意
に
よ
る
紛
失
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
紛
失
、
盗
難
に
遭

っ
た
パ
ス
ポ
ー
ト
が
国
際
犯
罪
に
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
管
理
に
は
、
海
外
、
国
内
と
も
充
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
切
れ
て
い
る
こ

と
に
気
付
か
ず
慌
て
て
申
請
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
こ
の
機
会
に
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◦あたたかく感じたら設定温度を下げる、部屋を使わないとき
　は暖房を切るなど、こまめな温度調節をこころがけ、室内の
　温度を 20℃以下に保とう 
◦湿度によって体感温度は変わるもの。加湿器を置いて湿度
　を適正に保とう
◦エアコンのフィルターは定期的に掃除し、暖房効率を上げよう

❶室内は適度な温度・湿度に設定

❷あたたかい空気を逃さない工夫を

◦天気の良い日はカーテンを開けて太陽光を採り入れ、夜にな
　る前には閉めるなど、カーテンを上手に活用しよう 
◦床まで届く厚手のカーテンで、冷気が足もとから入り込むの
　を防ごう 
◦床、窓や壁などに断熱材を上手に利用して、熱を逃がさな
　い工夫をしよう 

❸体の芯から、しっかりあたたまる

◦ゆっくりお風呂につかってリラックスしながらあたたまろう 
◦香りや色も楽しめる入浴剤を使えば、さらに効果的 
◦寝る時には湯たんぽがおすすめ。朝まで心地よくポカポカ

❹身につける物の工夫で体をあたためる

◦外気にふれやすい首、手首、足首をマフラーや厚手の靴下な
　どであたためよう
◦おなかが冷えやすい人は腹巻きをする、寒がりの人は軽くて
　あたたかいダウン素材の防寒着を着るなど、体幹をしっかり
　あたためよう 

◦朝食をしっかりとってエネルギーを摂取することで体をあた
　ためよう 
◦根菜、香辛料など体をあたためる食材を食べよう 
◦煮込み料理、汁もの、鍋料理などあたたかい料理であたた
　まろう。一つの部屋に集まってみんなで食卓を囲めば、暖房
　費も節約できます

❺飲食にもひと工夫して、体の中からあたたまる

飼い主やこれからペットを飼う人へ

飼い主のモラルとマナーを守ろう

問町民課生活環境係　☎ 985-4117

❶動物の習性などを正しく理解し、最後まで責任
をもって飼いましょう 
飼う前から正しい飼い方などの知識を持ち、種類に応じた適切な飼い
方をして健康・安全に気を配り、最後まで責任を持ちましょう。 

❷人に危害を加えたり、近隣に迷惑をかけたりす
ることのないようにしましょう 
糞尿や毛、羽毛などで生活環境を悪化させたり、公共の場所を汚した
りしないようにしましょう。種類に応じてしつけや訓練をして、人に危害
を加えたり、鳴き声などで近隣に迷惑をかけたりしないようにましょう。
 

❸むやみに繁殖させないようにしましょう 
動物にかけられる手間、時間、空間には限りがあります。きちんと管
理できる数を超えないようにしましょう。生まれる命に責任が持てな
いのであれば、不妊去勢手術などの繁殖制限をしましょう。 

❹動物による感染症の知識を持ちましょう 
動物と人の双方に感染する病気について、正しい知識を持ち、自分や
他の人への感染を防ぎましょう。 

❺盗難や迷子を防ぐため所有者を明らかにしましょう 
登録鑑札、注射済票、マイクロチップ、名札などの標識をつけましょう。

これからペットを飼う人へ
　ペットを飼うことは、その一生に責任をもつこと
です。ペットを飼う前に、飼い続けられるか家族で話し合
いましょう。飼うことを決めたら、どこから手に入れるか
よく考えましょう。ペットショップやブリーダーからの購入
のほか、愛媛県動物愛護センターで、飼えなくなったり飼
い主不明で保護されたりしたペットを譲渡してもらえます。
◦愛媛県動物愛護センター　☎ 977-9200

飼い主の人へ　

守ってほしい５か条
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